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事 務 局 資 料 

東京都スギ花芽調査計画について 

 

 

東京都では昭和 61 年からスギ雄花の花芽調査を実施し、花粉症の予防対策の推進に役立てて

きた。本調査は花芽が成熟する 11月頃に多摩地区の定点を設けて、①スギ雄花の成長比較調査、

及び②スギ雄花の着花状況調査を行うものである。今般、次のとおり調査方法等の見直しを図っ

たため報告する。 

 

（１）着花状況調査の見直し 

近年、東京都の花粉飛散予測については、環境省等が全国を対象に実施しているスギ雄花花芽

調査の着花量データ等を使用し、分析を行っている。東京都は従来から独自の判定基準(表１)を

用いており、環境省等が用いる判定法(別添)によるデータとの単純比較は難しいため、東京都の

データは予測の際の参考として扱ってきた。 

環境省等の判定法とその評価方法を参考に調査手法を見直すことで、東京都のデータが予測に

より活用しやすくなると考える。 

令和４年度を移行検討年度とし、従来の方法と見直し後の方法で調査を行い、検討を進める。 

また、現在の定点林は経年劣化によって樹木が弱り、観察に適さなくなった箇所があることか

ら、調査地点の見直しも併せて実施する。 

 

表１ 東京都スギ花芽調査における雄花着花量判定基準 

ランク 判定基準 雄花の着花状況 

１ 非常に少ない 雄花が見えない若しくはわずかに有る程度 

２ 少ない 雄花が少なく見える 

３ 普通 雄花がやや多く見える 

４ 多い 雄花が多く見える 

５ 非常に多い 雄花が非常に目立つ 

 

 

（２）スギ雄花の成長比較調査の終了 

資料６－２のとおり、本調査から得られた過去 10 年間のデータを元に、飛散花粉数との比

較を行った。また、調査員の安全を確保するため、本調査は令和４年度調査をもって終了とす

る。  

資料６－１ 
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別添 

 

引用元：環境省ホームページ https://www.env.go.jp/press/110364.html 


